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　　　　　　倫理委員会
　平成16年9月以降の倫理委員会で審査された案件
について報告いたします。
1．非アルコール性脂肪性肝炎（NASH）に対する
Los組han・Pioglitazone併用療法の検討
　　　　　　　　　消化器科主任部長　古家　乾
　平成16年9月28日、委員会で審査、承認され、
院長に答申された。
2．前立線肥大症の過活動膀胱症状に対するα1受
容体遮断
薬・抗コリン薬併用療法に関する臨床試験
　　　　　　　　　泌尿器科副院長　廣瀬　崇興
　　平成17年1，月11日、委員会で審査、承認され、
院長に答申された。
3．男性更年期症状に関する研究
　　　　　　　　　泌尿器悪兆院長　廣瀬　崇興
　平成17年1月11日、委員会で審査、承認され、
院長に答申された。
　倫理委員会委員長池田雄祐
4．前立線肥大症に対する塩酸タムスロシンおよび
ナフトピジルの有効性の比較
　　　　　　　　　泌尿器科副院長　廣瀬　崇興
　　平成17年1月11日、委員会で審査、承認され、
　院長に答申された。
5．多発性骨髄腫に対する自家末梢1血幹細胞移植後
骨髄非破壊的同種末梢血幹細胞移植および連続自
家末梢血幹細胞移植
　　　　　　　血液・膠原病科医員　山本　　聡
　　平成17年2．月9日、委員会で審査、疾患の重篤
性、本治療の効果の不確実性を十分に説明した上、
患者（被験者）の意思を尊重して同意をうけるこ
　とに留意し、実施することを条件に承認され、院
長に答申された。
　いずれの案件も院長に答申された後、院長の決
裁を受け、審査を通過しております。
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栄養管理委員会（H1α4～1ス3）
栄養課長 相　馬　愛　子
　栄養管理委員会は毎月1回開催されており、「患者
様にとってより良い栄養管理・食事は？」が議論の
中心になります。
　平成15年度までは、各病棟科長の参加のもと検討
を重ねて来ましたが、16年度は看護部から3名の代
表参加で開催しています。
16年度の決定事項
1．選択メニューを配布しているが、禁止食に該当
　　した患者様への対応について
　　　「選択頂いたが禁止食品が含まれる」場合は、
　　　栄養士がお伺いして対応しています
2．透析食への対応について
　　　透析用の食種を増やしました
3．食事オーダー締め切り後の取り扱いについて
　　　電話連絡後、さかのぼってオーダー入力を行
　　　なう様に統一しました
4．検食の意見が記入しづらい点について
　　内容の検討を行ない、変更しました
5．定時以外の食事提供について
　　　胃切除食・産科食・安静食等は、各々！0時、
　　　15時に病棟配膳を開始しました
6．委員会の開催日の変更
　　　最終火曜日では各病棟への伝達遅れが有り、
　　　第3火曜日へ平成17年度から変更しました
　以上、毎日起こる様々な問題に対処できる様に議
論を重ねています
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医療安全管理委員会
セイフティチーフマネージャー 大森静香
　平成16年度からセイフティチーフマネージャーを
置き、組織図も一部改定されました。
　医療安全管理委員会は月1回開かれ、インシデン
ト報告書から、主に全セクションに関連するような
事で、対応策が考えられる事、注意すべき事を周知
徹底できるように報告してきました。
　同姓同名患者のレントゲン写真の取り違えから、
外来で同姓同名患者の区別・注意をする方法として、
外来カルテ、基本伝票に「同姓同名患者あり」のコ
メントが入るようになりました。
　また患者確認を確実にするために、フルネームで
行うよう提唱してきました。
　報告書の要因には、確認不十分が多く指差し呼称
の提唱も行ってきました。
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